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駅前商業機能の集積・都心居住を推進する複合施設
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デッキ上オープンスペース

広島駅前の再生

広島駅南口Ｃブロック地区は、広域交通ターミナルである広島駅に

隣接した重要な位置にあるが、土地の細分化や建物の老朽化が進ん

でおり、効率的な土地利用がなされていない状況であった。

本再開発では建物の不燃化、商業機能の集積と都心居住を推進し、

広島の陸の玄関にふさわしい地区に再生する事を目的として、「広

島の新しいシンボルとなるまち、住む人・訪れる人の健康に寄与す

るまち、世代を超えたコミュニケーションが生まれるまち」の実現

というコンセプトの下、計画を行った。

地域・環境への貢献

計画建物は、地上11階の商業棟と、地上46階の住宅棟から構成し、

それぞれの用途の特性及び予測される周辺への影響を鑑みて、駅前

広場から見て商業棟を手前に、住宅棟を奥に配置した。

商業棟はキーテナントと路面店により構成され、路面店を集積する

事によりかつての駅前市場を再生する試みを意図し、駐車場は商業

専用車線を設けるなど、地域の交通渋滞緩和への配慮を行ってい

る。環境配慮については、住宅部分において住宅性能評価上の省エ

ネルギー等級4を満足し、建物の熱負荷抑制に配慮した。また、設備

関連では潜熱回収型ガス給湯器、節水型水栓や節水型便器等を採用

する事で、高効率化や節水対応を進め、本再開発事業ではCASBEEＡ

ランクを取得している。

豊かなオープンスペースと緑化計画

広島市民球場への動線混雑緩和の一助として、住宅棟・商業棟を

囲む形で、３階レベルにペデストリアンデッキを計画している。

このデッキ上及び１階地上部には、敷地面積の20％を超えるオー

プンスペースを展開した。各オープンスペースは、配置する場所

によってデザインと性格付に変化をもたせ、地域に馴染みやすく

なるよう計画した。地上部では高木を含めた緑化を行う事で地域

環境に配慮すると共に、デッキ上では、地被類・低木を中心に植

栽を行う事で、敷地内の温度上昇を抑え、ヒートアイランド現象

の緩和に努めている。

このような各種植栽を行うことに加え、デッキ上では必要箇所に

防風スクリーンを設ける事で、高層建物建築による風環境の影響

も極力少なくなるように配慮した計画としている。

安心・安全な施設計画

駅前の再開発という施設の特殊性及び、タワーレジデンスを計画

するという性質上、安心・安全面からのアプローチも必要と考え

られた。

建物内の安全性については、建物全体において、対火災安全性を

検証した防災システムを構築し、消防設備システム評価を受ける

事で、防災専門知識を有する第三者機関の意見を計画に取り入れ

た。震災に対する性能についても、商業棟は住宅性能評価上の耐

震等級(構造躯体の倒壊等防止等級)2相当とし、住宅棟は制震構造

とする事で震災に強い建物を目指した。

また、大規模災害時には、各所配置されたオープンスペースの一

部を、周辺住民や帰宅困難者等の避難地又は避難路として利用で

きる計画としている。

建物内の安全性に加え、建物外にも各所安全に対する配慮をする

事で、施設利用者・居住者だけでなく、周辺住民に対しても安心

して利用・居住できる一助となるよう計画した。

快適な長寿命化住宅計画

集合住宅の長く住まい続けるという用途上の特性を考慮し、安心

して住むためのベースである躯体の耐用性・信頼性を高め、住宅

設計性能評価劣化対策等級３を取得した。

また、PCa梁を使用したプレキャスト複合化工法を採用し高品質を

確保すると共に、低降伏点鋼パネルを用いた制震柱を設置するこ

とで、地震時の揺れを軽減する計画としている。また、主要構造

部に高強度の構造材料を使用し、使用材料を削減する事で、環境

にも配慮した構造とした。分譲住戸専用部分については、スケル

トン＆インフィル住宅による計画とし、共用竪管はすべて住宅専

用部の外に配置し、インフィルの対応性や更新性に配慮した。

低降伏点鋼
パネル

制振柱構成及び施工事例

Q2. 2.    耐用性・信頼性（高強度コンクリート、制震柱工法、品確法劣化対策等級3）

Q2. 3.    対応性・更新性（スケルトン＆インフィル）

Q3. 1.    生物環境の保全と創出（外構緑化、建築緑化、郷土種配慮）

Q3. 3.    地域性・アメニティへの配慮（オープンスペース、日影を形成する中高木植栽）

LR1.1.    建物の熱負荷抑制（品確法省エネルギー対策等級4、二重サッシ）

LR3.2.    地域環境への配慮（後退距離の確保、日影を形成する中高木植栽）
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